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「気候変動が管理可能資産に対してもたらす 
最大損失予想額は4.2兆米ドル（現在価値ベース） 
である…間接的影響は世界経済全体を左右する
ことになるだろう。」

ECOnOmIst IntELLIgEnCE UnIt rEPOrt ‘thE COst Of InACtIOn: 
rECOgnIsIng thE vALUE At rIsk frOm CLImAtE ChAngE’
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気候変動対策は責任と同時にビジネス機会をもたらす
SDG INDUSTRY MATRIXから得られる洞察に基づき、この気候変動に関する抜粋（Climate 

Extract）では産業固有の気候変動対策に関するアイデアについて示す。持続可能な開発目標
（SDGs）17項目のすべてを達成することは気候変動対策と表裏一体をなすものであるが、この抜粋
ではSDGsの目標7、12および13に焦点を当てている。この抜粋では、「共有価値」を創造する機会に
ついてその概要を示すが、SDGsとの関連において「共有価値」とは、より持続可能かつ包摂的な経済
成長や繁栄、福祉への道筋をつけることを目的として、市場潜在性、社会的要請、政策措置が一体とな
ったものを意味している*。

この抜粋は、SDGsによって高まった関心を規模と影響力の双方において拡大していくような戦略的
産業活動へと転換するために、国連グローバル・コンパクトとKPMGが共同で考案・作成した、SDG 

INDUSTRY MATRIXの広範な目的を支援するものである。

* ‘Unlocking the Power of Partnership: A Framework for Effective Cross-Sector Collaboration’, 
KPMG International

産業固有の機会
以下のマトリクスでは、気候変動対策に取り組む6つの産業における重要な機会に関するいくつかの
事例について重点的に取り上げている。また、それらの事例と併せて、企業がビジネスと地球環境の
双方にとって利益となるよう協力している業界独自の協働的取組みをリストとして示している。これ
らはいずれも、すべての事例や取組みを網羅したリストにはなっていない。

産業固有の機会は、企業に対する国連グローバル・コンパクトの10原則のうち、環境分野の以下の3

つの原則を踏まえたものである。

原則7　企業は、環境上の課題に対する予防原則的アプローチを支持すべきである

原則8　企業は、環境に関するより大きな責任を率先して引き受けるべきである

原則9　企業は、環境に優しい技術の開発と普及を奨励すべきである
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SDG 7: エネルギーをみんなに、
そしてクリーンに
すべての人々の、安価かつ信頼できる
持続可能な近代的エネルギーへの
アクセスを確保する

SDG 12：つくる責任つかう責任
持続可能な消費生産形態を 
確保する

SDG 13：気候変動に具体的な対策を
気候変動およびその影響を 
軽減するための緊急対策を講じる

多様なステークホルダーの 
パートナーシップ／協働

炭素市場を含む広範な投資オプションのポートフォリオ
を開発することで低炭素経済への移行に向けた資金調
達を促進する。

採算性、エネルギー効率、普遍的なアクセスという3つ
の目標を達成する再生可能エネルギーの価格決定モデ
ルに金融の専門知識を適用する。

風力発電基地や太陽光発電施設など再生可能エネルギ
ー開発プロジェクトに資金を提供する。

「座礁資産」のリスクを評価し、世界全体でのリスクに
上限を設けることや化石燃料エネルギーによる発電、石
炭採掘、石炭輸送インフラ、非在来型石油採掘などの産
業セグメント全体からの投資引き揚げを検討する。

より持続可能な生活をする動機となるような新たな
価格設定モデルを開発する。

エネルギー使用の削減とそれによる温室効果ガス
排出の削減を奨励するため、走行距離に応じて保険
料が決まるタイプの自動車保険や、エネルギー効率
の良い建物への保険料割引などの革新的商品を開
発する。

気候変動により配慮し、気候変動に対するレジリエ
ンス（強靭さ）を高めるビジネス戦略を採用すること
を促すため、投資先企業のマネジメントと対話を行
うとともに、株主議決権を行使し、投資先企業に対
して積極的なスチュワードシップを発揮する。

　　　　　　　　

気候変動債、グリーンボンド、その他の債券や証券な
どを通じ、気候変動リスクの軽減、気候変動へのレジ
リエンスおよび気候変動への適応のために投資や資
金提供を行う。

国および地域の自然災害保険スキームの補償範囲を
拡大する。

保険引受業務、投資分析および意思決定に気候変動
リスクを組み入れる。

設定した目標に照らして気候変動によるリスクを測
定、軽減、報告し、気候変動に立ち向かうための対策
を進展させると同時に、産業セクター全体の報告の透
明性と一貫性のレベルを継続的に向上させていく。

金融環境イニシアチブ

投資リーダーグループ

持続可能な証券取引所イニシアチブ

ポートフォリオ脱炭素化連合

クライメート・ワイズ

ワン・イン・ハンドレッド・イニシアチブ

気候債券イニシアチブ

ミュンヘン気候保険イニシアチブ

UNEP持続可能な保険原則（PSI）イニシアチブ

A2R: A2Rイニシアチブ

国連責任投資原則 (PRI)

行動のためのアイデア－6つの産業における気候変動がもたらす機会
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金融サービス

http://www.cisl.cam.ac.uk/business-action/sustainable-finance/banking-environment-initiative
http://www.cisl.cam.ac.uk/business-action/sustainable-finance/investment-leaders-group/
http://www.sseinitiative.org/
http://unepfi.org/pdc/
http://www.climatewise.org.uk/
http://www.un.org/climatechange/summit/wp-content/uploads/sites/2/2014/09/RESILIENCE-1-in-100-initiative.pdf
http://www.climatebonds.net/
http://www.climate-insurance.org/home/
http://www.unepfi.org/psi/
http://www.un.org/sustainabledevelopment/blog/2015/11/un-secretary-generals-initiative-aims-to-strengthen-climate-resilience-of-the-worlds-most-vulnerable-countries-and-people/#prettyPhoto
http://www.unpri.org/


SDG 7: エネルギーをみんなに、
そしてクリーンに
すべての人々の、安価かつ信頼できる
持続可能な近代的エネルギーへの
アクセスを確保する

SDG 12：つくる責任つかう責任
持続可能な消費生産形態を 
確保する

SDG 13：気候変動に具体的な対策を
気候変動およびその影響を 
軽減するための緊急対策を講じる

多様なステークホルダーの 
パートナーシップ／協働

炭素排出量の少ない代替燃料を利用し、再生資源の利
用を促進するよう、新しい保有車両／船舶／航空機を導
入する。

次世代バイオ燃料が商業的に実現可能となるスピード
を加速するために、セクター内でのこうした燃料の研
究・開発を共同で実施する。

エネルギー効率を最大化するため、車両、船舶、お
よび航空機の運行を改善する。

保有する車両や鉄道車両の管理を改善する。

公共交通ネットワークをより利用しやすく、低料金
で提供するために政府と協力する。

タクシーの利用を減らすため、タクシーのライドシ
ェアリングスキームに参加する。

貨物輸送の効率を改善し、それにより道路貨物のカー
ボンフットプリントを低減するため道路貨物輸送業者
を連携させる貨物輸送エコシステムを構築する。

異常気象発生のリスクが高い国々における運輸拠点
（例えば空港や港湾）の災害対応力を高める。

より持続可能な都市と交通ネットワークへの移行を
加速させるため、都市デザインと交通インフラ（交通
回廊を構築するマルチモデルを含む）に関する公共
政策について情報を提供する。

陸路での国境検問所、港および空港におけるトラン
ジット時の遅延を低減するため、政府およびその他
のステークホルダーと連携する。

持続可能な交通に関する国連事務総長ハイレベル
諮問グループ

持続可能な低炭素交通に関するパートナーシップ

持続可能な交通のためのグローバルパートナー
シップ

WBCSD持続可能なモビリティプロジェクト2.0

UNEPクリーン燃料と自動車のためのパートナー
シップ

低炭素持続可能な鉄道輸送へのチャレンジ

持続可能な船舶輸送イニシアチブ

アーバン電気モビリティイニシアチブ（国連人間
居住計画）

クリーンカーゴ・ワーキンググループ

燃料の未来

行動のためのアイデア－6つの産業における気候変動がもたらす機会（続き）
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運輸

https://sustainabledevelopment.un.org/topics/sustainabletransport/highleveladvisorygroup
https://sustainabledevelopment.un.org/topics/sustainabletransport/highleveladvisorygroup
http://www.slocat.net/
http://www.iru.org/cms-filesystem-action/mix_pdf/vienna.pdf
http://www.iru.org/cms-filesystem-action/mix_pdf/vienna.pdf
http://www.wbcsd.org/work-program/sector-projects/mobility.aspx
http://www.unep.org/transport/new/pcfv/
http://www.unep.org/transport/new/pcfv/
http://slocat.net/international-union-railways-initiative
http://ssi2040.org/
http://slocat.net/urban-electronic-mobility-vehicles-initiative
http://slocat.net/urban-electronic-mobility-vehicles-initiative
http://www.bsr.org/files/2014/bsr-collaborative-initiatives-member-benefits.pdf
http://www.bsr.org/files/2014/bsr-collaborative-initiatives-member-benefits.pdf


行動のためのアイデア－6つの産業における気候変動がもたらす機会（続き）

SDG 7: エネルギーをみんなに、
そしてクリーンに
すべての人々の、安価かつ信頼できる
持続可能な近代的エネルギーへの
アクセスを確保する

SDG 12：つくる責任つかう責任
持続可能な消費生産形態を 
確保する

SDG 13：気候変動に具体的な対策を
気候変動およびその影響を 
軽減するための緊急対策を講じる

多様なステークホルダーの 
パートナーシップ／協働

大容量の太陽光発電蓄電システムを開発し製造する。

再生可能資源に由来するエネルギーの割合を増やす。

工場および製造施設での化石燃料の燃焼を抑える
ため、新たな技術やプロセスの改善策を特定し、取
り入れる。

工場、製造施設および流通におけるエネルギー効率
を向上させる。

製造段階での使用エネルギーの少ない材料を調達
し、材料の削減・再利用・リサイクルにおいて、循環
型経済に向けた革新的な取組みを進展させる。

セメントおよびコンクリート製品の使用に由来する
温室効果ガスの排出を回避する方法を特定し、取り
入れるため、建物・インフラのバリューチェーン全体
で協力する。

リスクの高い場所に立地する工場や製造施設におけ
る自然災害リスクについての緩和・準備・対応・復旧
のための計画を策定し実施する。

BSRのビヨンド・モニタリング・ワーキンググループ

セメント持続可能性イニシアチブ

UNIDO-UNEPリソース効率およびよりクリーン
な生産

製造
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http://www.bsr.org/membership/working-groups/beyond-monitoring.cfm
http://wbcsdcement.org/
http://www.unido.org/en/what-we-do/environment/resource-efficient-and-low-carbon-industrial-production/cp/resource-efficient-and-cleaner-production.html?ucg_no64=1%2FDATA1%2FVacancy%2Fdata%2Ffileadmin%2FDATA1%2FVacancy%2Fdata%2Fdata%2Ffileadmin%2Fmedia%2Fdocuments%2Fpdf%2FProcurement%2FNotices%2F1202%2F716000792%2Ffileadmin%2Fuser_media%2FUNIDO_Header_Site%2FAbout%2Findex.php
http://www.unido.org/en/what-we-do/environment/resource-efficient-and-low-carbon-industrial-production/cp/resource-efficient-and-cleaner-production.html?ucg_no64=1%2FDATA1%2FVacancy%2Fdata%2Ffileadmin%2FDATA1%2FVacancy%2Fdata%2Fdata%2Ffileadmin%2Fmedia%2Fdocuments%2Fpdf%2FProcurement%2FNotices%2F1202%2F716000792%2Ffileadmin%2Fuser_media%2FUNIDO_Header_Site%2FAbout%2Findex.php


行動のためのアイデア－6つの産業における気候変動がもたらす機会（続き）

SDG 7: エネルギーをみんなに、
そしてクリーンに
すべての人々の、安価かつ信頼できる
持続可能な近代的エネルギーへの
アクセスを確保する

SDG 12：つくる責任つかう責任
持続可能な消費生産形態を 
確保する

SDG 13：気候変動に具体的な対策を
気候変動およびその影響を 
軽減するための緊急対策を講じる

多様なステークホルダーの 
パートナーシップ／協働

よりエネルギー効率の高い新築病院の設計および既存
病院でのより効率的な空調・電気設備への更新の双方
を通じ、病院やその他医療施設のエネルギー効率を向
上させる。

農村施設での送水ポンプやワクチン用のコールドチェー
ン向けの太陽光発電を含め、病院やその他医療施設で
の再生可能エネルギーの割合を高める。

調達・製造・包装・ロジスティクスなどのバリューチェーン
のその他の側面全般においてエネルギー効率を向上さ
せる。

有害な医療廃棄物を削減する。

医療セクターで用いられる材料や装置のリサイクル
を向上させる。

医療装置、医薬品、およびその他製品・サービスの
サプライヤーやパートナーが自らの環境影響を削減
するように働きかける。

　　　　　　　　

生物・食糧・水が媒介する疾病、大気汚染の悪化、栄
養不良、特に体力が十分でない人々においては暑さに
よる死亡・疲労・脳卒中など、変動する気候が健康上
もたらす影響に対応するための予防・治療的医療研
究、製品およびサービス設計に投資する。

気候に関連する衝撃やストレスを予測し、それらに対
処・対応し、それらから回復および適応できるようにす
るレジリエント（強靭）な医療システムの設計と構築を
支援するため、政府と協力する。そのような衝撃やスト
レスには、上に挙げた健康上の影響だけでなく、自然
災害（熱波、洪水、干ばつ、および嵐）、紛争、強制移住
に起因する疾病率や死亡率の上昇も含まれる。

政府および世界保健機関と連携して、気象データと新
たなテクノロジーを疾病監視・早期警戒システムに取
り入れる。

2020ヘルスケア気候チャレンジ

ヘルスケア気候カウンシル

グローバルライフサイエンスに関する欧州のアク
ション

プラクティス・グリーンヘルス

持続可能な医薬品・医療機器連合

ヘルスケア・ライフサイエンス
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http://greenhospitals.net/en/2020hcccpledge/
https://noharm-uscanada.org/healthcareclimatecouncil
http://www.efb-central.org/eagles/
http://www.efb-central.org/eagles/
https://practicegreenhealth.org/
https://business.un.org/en/commitments/3900


行動のためのアイデア－6つの産業における気候変動がもたらす機会（続き）

SDG 7: エネルギーをみんなに、
そしてクリーンに
すべての人々の、安価かつ信頼できる
持続可能な近代的エネルギーへの
アクセスを確保する

SDG 12：つくる責任つかう責任
持続可能な消費生産形態を 
確保する

SDG 13：気候変動に具体的な対策を
気候変動およびその影響を 
軽減するための緊急対策を講じる

多様なステークホルダーの 
パートナーシップ／協働

水の消費量を減らすことができるような、すすぎ時間が
短いシャワー製品や洗浄剤など、消費者によるエネルギ
ー使用を低減する消費財を考案する。

消費期限切れの食品からエネルギーを生み出す。

森林の破壊を回避するため、主要な一次産品（パーム油、
大豆、紙、牛肉など）を調達する際に持続可能性に配慮し
て生産されたものを調達するよう努力する。

ハイドロフルオロカーボンや代替フロンの冷媒を段階的
に排除し、自然冷媒に替える。

調達・製造・包装・ロジスティクスを含むバリューチェーン
全体のエネルギー効率を向上させる。

サプライヤー・消費者・小売業者・政府を含むステークホ
ルダーと連携して生産とサプライチェーンにおいて発生
する食品・固形廃棄物を減らす。

包装容器を減らし、リサイクルを増やす。

生産工程における水の消費量を減らす（特に飲料の生産
工程）。

持続可能な消費と実践的なアプローチの重要性につい
て消費者の意識を高める。

製品のライフサイクル全体を通して持続可能性に関する
共通の基準と方法を策定し適用する。

農業従事者が気候変動に対してよりレジリエント（強
靭）な農業を進めることを支援する。

所得水準の上昇に伴い増加する世界人口の食糧安全
保障に取り組むための革新的解決策（例：植物性タン
パク質や養殖による動物性タンパク質）を支援する。

製造施設の周辺コミュニティが利用できる水が限られ
ている場合には、コミュニティによる水の利用を製造
施設の設計に盛り込む。

リスクの高い場所に立地するバリューチェーン全体に
ついて自然災害リスク緩和・準備・対応・回復計画を
策定し実施する。

農業によって引き起こされる森林伐採をなくし、持続
可能な土地利用の責任を果たす。

コンシューマー・グッズ・フォーラム：持続可能
性の柱

持続可能なパーム油に関する円卓会議

責任ある大豆に関する円卓会議

持続可能なバイオ燃料に関する円卓会議

食品ロス・廃棄物プロトコル

持続可能な農業イニシアチブ・プラットフォーム

GHGプロトコル農業ガイドライン

持続可能性コンソーシアム

気候スマート型農業に関する声明

国連グローバル・コンパクト食糧および農業
ビジネス原則

食品・飲料・消費財
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http://www.theconsumergoodsforum.com/sustainability-about-pillar
http://www.theconsumergoodsforum.com/sustainability-about-pillar
http://www.rspo.org/about
http://wwf.panda.org/what_we_do/footprint/agriculture/soy/responsiblesoy/soy_roundtable/
http://rsb.org/
http://www.wri.org/our-work/project/food-loss-waste-protocol
http://www.saiplatform.org/
http://ghgprotocol.org/standards/agriculture-guidance
https://www.sustainabilityconsortium.org/
https://inra-dam-front-resources-cdn.brainsonic.com/ressources/afile/280829-1209a-resource-declaration-de-montpellier.html
https://www.unglobalcompact.org/take-action/action/food
https://www.unglobalcompact.org/take-action/action/food


行動のためのアイデア－6つの産業における気候変動がもたらす機会（続き）

SDG 7: エネルギーをみんなに、
そしてクリーンに
すべての人々の、安価かつ信頼できる
持続可能な近代的エネルギーへの
アクセスを確保する

SDG 12：つくる責任つかう責任
持続可能な消費生産形態を 
確保する

SDG 13：気候変動に具体的な対策を
気候変動およびその影響を 
軽減するための緊急対策を講じる

多様なステークホルダーの 
パートナーシップ／協働

将来の低炭素化を実現する鍵となる手段を特定し、支援
し、その妨げとなる問題点を特定して解決する。

再生可能資源（太陽光、風力、水力、地熱、バイオマス）に
由来するエネルギーへの移行を促進するために画期的
技術を特定して取り入れる。

送電網と電力市場に再生可能エネルギーをさらに組み
込む。

送電網に接続していない発電所周辺のコミュニティに対
し、温室効果ガス排出量の少ないマイクログリッドなどの
低価格な再生可能エネルギーへのアクセスを提供する。

二酸化炭素回収・貯留（CCS）を増やすための技術と資
金調達モデルを開発する。

温室効果ガス排出量を削減し、操業における炭素効率
や製品の炭素効率を向上させる。ガスフレアリングの削
減、メタン排出量の管理およびエネルギー効率の向上に
より、ガス生産に由来する温室効果ガス排出量を削減す
る方法を特定する。

適切な内部炭素価格を設定し（規制当局によって炭素価
格がまだ設定されていない場合）、投資判断のための情
報を提供する際にそれを使用する。

エネルギーミックスおよび温室効果ガス排出削減目標を
マネジメントの報酬とリンクさせる。

化学分野において既存の生物資源に関連する技術、製
品およびサービスを拡充する。

製品のライフサイクル全体に渡る持続可能性について
共通の基準と評価方法を策定し適用する。

炭素取引制度を支援し、炭素クレジットを購入して排
出量を相殺する。

鉱山、発電施設および関連インフラの気候災害へのレ
ジリエンスを高める。

石油・ガス気候変動イニシアチブ

国際石油産業環境保全連盟

WBCSDの「リーチングフルポテンシャル」
イニシアチブ

A.I.S.E. 持続可能なクリーニング憲章

RE100

ケアリング・フォー・クライメイト

エネルギー・天然資源・化学
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http://www.oilandgasclimateinitiative.com/
http://www.ipieca.org/
http://www.wbcsd.org/chemicals.aspx
http://www.wbcsd.org/chemicals.aspx
http://www.sustainable-cleaning.com/en.home.orb
http://there100.org/
http://caringforclimate.org/


行動のためのアイデア－6つの産業における気候変動がもたらす機会

SDG 7: エネルギーをみんなに、
そしてクリーンに
すべての人々の、安価かつ信頼できる
持続可能な近代的エネルギーへの
アクセスを確保する

SDG 12：つくる責任つかう責任
持続可能な消費生産形態を 
確保する

SDG 13：気候変動に具体的な対策を
気候変動およびその影響を 
軽減するための緊急対策を講じる

アンブジャ・セメント・リミテッドは、原材料としての廃棄物の利用、風
力・太陽光発電の利用増加、海上運送を増やすことを目的とした5つの係
留港の設置、火力発電所近隣での粉砕工場の開設、従来型の化石燃料に
代わる代替燃料としての現地農家からのバイオマスの買い付けによって、
同社のセメント生産に由来するカーボンフットプリントを削減している。
アンブジャは、KPMGのトゥルーバリュー・メソドロジーを活用した社
会・環境P&Lを先駆的に用いることで、カーボンフットプリント削減の取
組みを推進している。

ミシュランは、同社のタイヤが静止摩擦やトレッドの摩耗などの主要特
性を犠牲にせずに市場最高レベルのエネルギー効率を保証するグリーン
Xを開発した。タイヤの重量、内部構造、トレッドの設計、トレッドコンパ
ウンドを最適化することにより転がり抵抗を低減し、車両のエネルギー
消費量だけでなく、化石燃料を用いる内燃機関から排出される二酸化炭
素排出量やその他の温室効果ガスの低減を実現している。

スイス・リーは、2020年までに気候変動リスク・レジリエンスに関して50の政府
と地方自治体に対して助言し、加えて気候変動リスクに対して100億米ドルの保
険引き受けキャパシティを供給することを発表した。この取組みは、サハラ砂漠
以南のアフリカの農業従事者が天候・収穫量インデックス保険商品などのツー
ルを利用できるようにすること、持続可能な農業のリスク管理市場の開発を支
援するために1年につき約200万米ドルをリソースに投資すること、および最大
140万戸の小自作農に対して農業保険を提供することに対する（グロー・アフリ
カ・パートナーシップを介した）スイス・リーのコミットメントに基づくものである。

事例紹介
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「持続可能な開発目標は、気候変動を含む地球規模の問題に対処す
るための世界的な取組みにおいて注力すべき分野を示すものである。
（中略）民間セクターにとっては、さらに大きな規模で持続可能な解
決策を生み出し商品化するための機会が明らかに存在する。」

Stuart Gulliver, Group Chief Executive Officer, HSBC Holdings plc
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COntaCt Details

ある種の対策は
産業に関係なくすべての企業に
課せられた義務である。

温室効果ガス排出量の削減、
異常気象を含む気候変動に対する
レジリエンス（強靭さ）の強化、
明確で意欲的な目標に照らした

報告の透明性などが
その例である。
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